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大学生の「読解力」と大学図書館                    
            図書館運営委員 山室 和也（文学部准教授） 
 
 
 
「PISAショック」という言葉をご存知だろう
か。 
OECD（経済協力開発機構）による国際的な学
力調査である PISA 調査（ Programme for 
International Student Assessment：生徒の学
習到達度調査 ）が、2000 年、2003 年、2006年
と行われている。PISA ショックとは、2003 年
の結果が発表された時、日本の 15 歳の子ども
たちの読解力が 2000年調査の 8位から 14位へ
と順位を下げたことに端を発している（ちなみ
に 2006年調査でも読解力は 15位と一つ順位を
下げた）。このことから日本の教育の在り方、
特に「ゆとり教育」の見直し問題にまで発展し
て議論されることになった。このことは、当時
も新聞などで大きく報道されたので知ってい
る人も多いだろう。 
 それでは、何が「ショック」なのだろうか？
それまで、日本は世界的に見て教育水準が高く、
子どもの学力も高いと言われてきた。それが、
国際的な学力調査において、順位を大きく下げ
ているという結果に、学校教育関係者、特に「読
解力」と深い関わりを持つ国語教育関係者は驚
いたのである。しかも、日本の子どもたちは無
答（答えを書かない！）率が非常に高いという
こともわかった。21世紀は、個々の国の中だけ
でなく、地球規模で人的交流をして行くことが
求められる。その時代を担う若者の国際的な学
力、特に「読解力」で大きな問題を抱えている
ことに対し、何らかの対策を講じなければなら
ないという現実がつきつけられたのである。 
 ただ、その問題の詳細までは、教育関係者以
外にはあまり興味のないところかもしれない。
それにも関わらず、なぜ今回この PISA のこと
をわざわざ取り上げたのかというと、それは、
現在の大学生の「読解力」と大いに関係がある
と考えるからである。2003 年の PISA ショック
から教育分野では改善努力がなされて、全国の
小学校から中学・高校まで、そこで学ぶ子ども
たちの学習環境に少しずつ変化が見られては
いる。それが 2007,2008年実施の全国学力調査
の結果などにも反映されている。しかし、この
ことが、小学校から高校までの主に国語という
教科を中心として閉じられて議論されてしま
うことに問題があると感じている。よく考えて
みればわかることだが、2003 年当時の 15 歳の
子どもはすでに 20～21 歳であり、その多くが
大学で学ぶ若者と重なるのである。 
そこで、PISAがいう「読解力」について見て
みて、そのことと大学図書館の問題との関わり
を述べてみたい。 
 PISA 調査の趣旨は「おおむね義務教育修了段
階までに身に付けた知識や技能等を活用しつ
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つ、社会の中で出合ういろいろな課題に対応す
る力をみるものであること。」とされており、
知識・技能の「活用」が重視されている。そし
て、読解力については、 
①情報の取り出し(テキストに書かれている情
報を正確に取り出すこと) 
②解釈(書かれた情報がどのような意味を持つ
かを理解したり推論したりすること) 
③熟考･評価(テキストに書かれていることを
生徒の知識や考え方や経験と結びつけること) 
の三つのプロセスを設定している。日本の子ど
もたちは①及び②についてはこれまでも教育
プログラムの中で十分学習してきているが、③
については不十分であったことが PISA 調査の
結果から明らかになった。そして、現在の小・
中・高の教育現場では、この③の過程を視野に
入れた教育が進行している。それでは、高校を
既に卒業している大学生の「読解力」はどうで
あろうか。「読解力」というとすぐに本を読む
ことと結びつけ、図書館の役割が云々される訳
だが、事はそう単純ではない。実は、この力は、
単に本を読むということだけではなく、大学で
学んだことを始めとして、日常に溢れている情
報とどのように関わっていくかということに
つながっているのである。もちろん、大学で学
ぶことは、即座に日常生活に「活用」できるこ
とばかりではない。しかし、大学における学問
追究においても、これら①～③のプロセスは大
切な観点ではないだろうか。 
 このような学生の側に課題がある一方で、大
学図書館に対しての課題も出てくる。大学図書
館には一般の図書や雑誌に限らず、電子情報を
はじめ実に多くの情報が集積されている。しか
し、その 夥
おびただ
しい情報の中から、自分の必要な
情報を取り出し（PISA の①）、その情報の意味
を理解し（同②）、それらを自分の考えとどう
結びつけて（同③）レポートなり論文なりをま
とめていくかを追究するのが、学生の大学での
学びである。高校までと違うのは、そのプロセ
スがより一層学生一人ひとりの主体的な行為
としてとらえられるということである。 
そして、それをサポートするのが図書館の役
割でもあるのだが、従来はこのような学生の主
体的な学習活動を支援するための様々なサー
ビスを提供するという形が主であった。しかし、
これからは図書館の方からも積極的に学生た
ちに働きかけ、特に PISA でいう③の観点で、
いかに学生の自覚を促せるかが新たな課題と
なるのではないだろうか。 
近い将来、大学生に対する「大学版 PISA 調
査」が実施されるという動きがある。そうなれ
ば、図書館の新たな役割も必然的に大きくクロ
ーズアップされるに違いない。 
 
（やまむろ・かずや＝初等教育専攻・国語科教育） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
お知らせ                                                        
 
■「鶴川図書館」の所在キャンパスが、「町田キャンパス」に 
  来たる 4 月１日から本学鶴川キャンパスは、「町田キャンパス」に名称を変更します。したがって、
鶴川図書館の所在キャンパスは町田キャンパスとなります。図書館の名称は従前どおり「鶴川図書館」 
です。 
 
 
■データベース情報 
＜トライアルデータベース＞ 
●ヨミダス歴史館  トライアル期間 3/30～4/30  
1874年（明治 7年）～1985年（昭和 60年）までの読売新聞記事をＰＤＦで閲覧できます。 
※中央図書館内の特定端末でのみ利用できます。 
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■OPAC画面が見やすくなりました 
 
図書館システムのバージョンアップに伴い本学蔵書検索（OPAC＝オーパック）の表示画面が 
見やすくなりました。マイライブラリの新機能についてもご紹介します。 
 
表示画面が見やすくなりました 
■請求記号が背ラベル表示に！ 
図書の背表紙に貼られている請求記号ラベルがそのまま表示されています。  
■貸出できるの？それとも閲覧だけ？が一目瞭然！ 
「状況」欄に「利用可」と表示されている資料は貸出できます。 
ただし、「貸出区分」欄に「館内利用のみ」あるいは「研究室貸出中」と表示されている場合は貸出で
きません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなただけのマイライブラリを広げよう 
■メアド設定で、いつでも新着情報を GET！ 
マイライブラリにログインしなくても、新着図書情報や予約情報がメールで受信できるようになりました。 
※登録は任意です。 
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ＬＩＢＲＡＲＹ ＮＥＷＳ ＆ ＥＶＥＮＴ 
 
■恒例の選書ツアーを実施 
■184 冊を選んでいただきました 
今年度2回目（通算3回目）となる選書ツアーを2008年11月28日(金)
新宿・紀伊国屋書店南店で開催し、参加した“学生バイヤー”の皆さんに
184冊の本を選んでいただきました。 
「学生による学生のための選書」をコンセプトに、図書館に置いてほしい
本を実際に手に取りながら選書できる同ツアーは、人気企画として恒例化
しており、アンケートでは毎回満足度の高い回答をいただいています。 
 今回は、ツアー実施の前日に参加者と図書館スタッフによる座談
会を行い、選書手順の確認のほか図書館の利用等に関する意見交換
を行いました。 
 
■選書で友人もできた！ 
実施後、参加者から「選書した本が 1 冊でも後輩たちの
役に立てれば、参加した意義があったと思う」、「知り合う
機会の少ない他学部の人たちと一緒に取り組むことで友人
関係がつくれた」などの感想文が寄せられました。 
■今年もやります！ 
学生バイヤーによる選書は、今年も 2 回程度を予定して
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■春のオープンキャンパスで図書館見学会を開催 
 
3 月 22 日（日）今年初めてのオープンキャンパスが世田谷校舎と梅ヶ丘校舎を会場として行われました。当日
は時折強風が吹き付けるあいにくの空模様でしたが、657人が来場しました。中央図書館でも見学会を開催し、入
館ゲートで来場者を出迎えた後、館内を案内しました。両親と共に訪れたという都内の高校 2 年の女子生徒は、
電動書架が移動する様子やライブ配信やコンテンツ作成が簡単に操作できるAV施設に驚いた様子で、熱心に見
学していました。 
 
 
 
 
■中央図書館（世田谷）で公開中 
ツアーで選ばれた本は、中央図書館 1 階新着図書 
コーナーで紹介しています。もちろん貸出ＯＫ！ 
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頭にあたり、廣野館長（文学部教
授）から館員一同に対し論語の一
節を引用する訓辞があった。「天命」は、
天賦の道徳上の使命である徳命と吉凶禍
福に係る禄命であり、「天命を畏れる」こ
とは、信仰の権威を慎むと言う意味あい
である。 
「大人」は、賢徳があって地位を得た人
のことで、いわゆる賢人のことである。
「大人を畏れる」ことは、社会秩序の権
威を貴ぶことである。 
「聖人の言」とは、聖人の遺文で天命を
教えるものであり、永遠の標準で則るべ
き規範である。この「聖人の言を畏れる」
ことは、道徳の権威を尊重することであ
る。大学図書館もまたその権威を確立し、
畏敬される存在でなければならない。大
学図書館の権威の確立は、大学の権威を
高めることに他ならない。 
年目を覆いたくなるような事件
が多い。世の乱れや人心の荒廃は、
畏れを知らない人間の高慢や驕りに因る
とも。チャイルディッシュ（稚拙）な理
屈で権限を振りかざすリーダーや保護者
も目立った。時宜に叶った示唆である。
吾がチャイルドライク（幼心）の浮薄を
恥じつつ拝聴させて戴いた。 
年（2009 年）は丑年である。 
放牧された牛の群れでは、角を突
き合わせる豪快な喧嘩を時々見掛ける。 
これは彼らの掟なのだという。                    
闘うことによってお互いが力関係を知り、
餌場で強さの順番に並ぶというルール
（秩序）を成立させていたのだ。人間社
会のように、我先を争うバーゲン会場さ
ながらでは、餌にも塩にもありつけず、
群れや種の存続が成り立たない。角の力
が牛社会の「権威」で、格言「角を矯め
て牛を殺す」のルーツなのかもしれない。
「権威」「秩序」など、一見不要や障壁に
思えても、世の中には無くしてはならぬ
大事なことが山ほどある。 
界共通のミッションを持つ図書
館は、「静謐」「マナー」などの
遵守義務を盾に整斉とした運用を心掛け
るが、当代の利用者には“不都合の強制”
と感じるのかも知れない。朋友らと、ゲ
ーム感覚で口角泡飛ばす中でこそ自分を
見い出せ、学習の実も上げられるのでは
ないか？また、資料探しや作品づくりで、
本や端末との格闘が深夜にまで及ぶ場合
は、飲み物や小腹繋ぎのスナックも必要
ではなかろうか？ 
利用者の変化で「無くすもの」「守るも
の」については、人材育成の視座から気
が遠くなりそうな攻防を続けている。三
畏の教えに学び、サービスの本質を見極
めるには、「牛の勇気や角パワー」が必要
である。 
        
（うえだ・ひでのり＝図書館事務部長） 
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●図書館では毎年蔵書点検なるものを 
行っているのをご存じですか?大学の資 
産として登録されている図書がきちんと 
管理されているかどうかのチェックです。 
大学図書館に限らず公共図書館などで 
もやっている図書館の一大作業なんです。 
「図書館が休館になって困るんだけど。。。」 
なんて思うかもしれませんが、皆様に気 
持ち良く利用していただくために必要な 
ことなので我慢してくださいね。 
●今年度も 2月の入試の時期に全館（中 
央・鶴川・多摩）で実施しました。無事 
に終了し、引き続き行方不明になってい 
る図書の捜索などを行っているところで 
す。毎回、終了するまで担当者は胃の痛 
くなるような日々です。 ●蔵書点検の作業を振り
返ると、昔は図書目録カードが 1冊ごとに作成して
ありそれを図書と照合するという方法でした。2 人
一組で目録カードを読むもの、図書を手に取り確認
するものとで 1 冊ずつ地道な作業でした。（この作
業結構好きだったんですよね。） ●現在は、目録
カードからコンピュータシステムに代わりデータ
との照合という作業になりました。コンビニやスー
パーで見かけるバーコードリーダー、知っています
よね。あれと同じような機器で図書に貼ってあるバ
ーコードを 1冊ずつ読み取りデータと照合するとい
う作業を行っています。 ●蔵書点検を行うことに
よってデータのおかしいもの、図書が壊れそうなも
の等々をキレイにしていくのです。図書館の仕事に
はこんな作業もあり図書館員も地味にがんばって
います。 
 
（さが ゆみこ＝平成 20年度蔵書点検委員長） 
 
 
                                  
                                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゾー・テン?  
ゾ         ゾーテン→蔵点→蔵書
点検。かなりもったいぶ
ってしまいましたが、そ
う、ゾーテンとは、一般 
的にいう棚卸しのこと。本学図書館資料管理
細則（※）に実施が定められています。この
作業の目的は、図書を１冊ずつ点検し、問題
があれば修正や修理をして使える状態に戻
すこと、また紛失した本の確認をし、利用者
に丌便をかけないようにすることです。大切な
財産を有効に利用していただくための作業な
のでご理解とご協力をお願いします m(_ _)m 
※「備品の所在、損傷等を点検し、結果を図
書館長へ報告しなければならない。」（図書館
資料管理細則第 15条より） 
って？？？
ぞ
う
て
ん 
図書館職員となって初めて迎えた年度末。 
いつにも増して書架の整理に余念がない。そう、今
から３年前、初めて聞いた「ゾーテン」という単語。
休館にまでして、見出し紙を張って、軍手とスキャ
ナーとマスク。一大イベントの様相だ。この「ゾー
テン」っていったい。。。 
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
く 
た
め
に 
 
 
図
書
館
庶
務
課
●
佐
賀
由
美
子 
本の表面にあるバーコードを１冊ずつ
ひたすらスキャンします。 
立ったり、座ったりが 
けっこうキツイ。。。 
スキャンして 
いるのはココ↑ 
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開館スケジュール（４月～６月） 
 
中央：月～金 8:40～21:20／土 8:40～19:20    鶴川：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
多摩：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
 
■休館日（日曜・祝日以外） 
４/ １(水)： 全館（入学式のため） 
５/ ２(土)： 全館（大学臨時休業のため） 
５/３０（土）：鶴川（鶴川祭のため）   
■臨時開館 
４/２９（祝）： 授業日のため 
■開館時間の短縮 
４/ ２（木）～１０（金）： ８：４０～１６：４０（オリエンテーション期間のため） 
 
※開館について最新の情報は、図書館ホームページの開館カレンダーでご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□□□□□□□□□□□□□□□□□編集後記□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
 「冬来たりなば、春遠からじ。」イギリスの詩人シェリーの詩の末句が語源の由来だとか。「朝の来ない夜はない」の意 
味のことわざであるという。妙齢を迎えあらためてこの日本語訳のすばらしさに感じ入る。かつて仕えた上司から、マザ
ーテレサの教えを訳した１枚をいただいたことがある。「がんばれ」の言葉の代わりに親鸞聖人の「なせば成る なさね
ばならぬ何事も。。。。」を色紙に毛筆でくださった先輩もいた。いずれも「朝の来ない夜はない」を身をもって「成して」
きた方々である。各地から桜開花のたよりを聞く。本学キャンパスの桜もまた見事に咲き誇って新入生を出迎えてくれ
ることだろう。無論、乗り越えてきた冬を微塵も感じさせずに。(M) 
 
 
                            ＊ 
「松陰 show-ｉｎ」は、PDF ファイル形式のみで発行しており、ホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kokushikan.ac.jp/library/publication/publication.htm                                
＊ 
今後、送信を希望される方は、以下のアドレスからご登録ください。 
libsyoin@kokushikan.ac.jp 
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